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                               崎川 隆・吉原道夫 

 

１.本目録は、1998 年１月から 12 月までの間に、日本国内で刊行・発表された中国考古学

に関する文献を集成したものである。  

２.集成の対象は中国考古学に関するものが主であるが、ほかに東洋史学・美術史学のもの

で比較的関係すると思われるものも含めた。  

３.「単行本・図録など」（単独刊行物）と「論文・翻訳・評論など」（掲載物）の、２項目

に大別して収録している。  

４.各項目内の文献データは、著者名による 50 音順を原則とする。  

５.文献データの収集にあたっては、『史学雑誌』・『東洋史研究』の目録を参考にしたほか、

多くの方々のご協力・ご教示を得た。  

 

〈単行本・図録など〉 

●朝日新聞社文化企画局文化企画部編『封印された南宋陶磁展』朝日新聞社  

●阿辻哲次『中国漢字紀行』大修館書店 あじあブックス 004 

●飯島武次『中国周文化考古学研究』同成社  

●和泉市久保惣記念美術館『蓬莱山—鶴・亀・松—』 

●伊藤郁太郎・監修『中国陶磁の至宝 英国デイビッド・コレクション展』読売新聞大阪

本社 

●伊藤清司『死者の棲む楽園 古代中国の死生観』角川書店  

●稲畑耕一郎、岡村秀典、徐朝龍、馬家郁・監修『三星堆 中国 5000 年の謎・驚異の仮

面王国』朝日新聞社・テレビ朝日  

●稲畑耕一郎、西江清高・監修『中国古代文明の原像 発掘が語る大地の至宝』上・下、

アジア文化交流協会  

●A.コットレル・著、日比野丈夫・監訳、田島淳・訳『秦始皇帝』河出書房新社  

●上田正昭『古代国家と東アジア』角川書店 上田正昭著作集 2 

●大庭脩・編著『木簡 古代からのメッセージ』大修館書店  

●大林太良・生田滋『東アジア民族の興亡 漢民族と異民族の四千年』日本経済新聞社  

●大貫静夫『東北アジアの考古学』同成社 世界の考古学 9 

●尾形勇、平勢隆郎『中華文明の誕生』中央公論社 世界の歴史 2 

●越智重明『戦国秦漢史研究』3、中国書店  

●何新・著、後藤典夫・訳『神々の起源—中国遠古神話と歴史—』樹花舎 

●加藤謙一『匈奴『帝国』』第一書房  

●加納喜光『漢字の成立ち辞典』東京堂出版  

●樺山紘一ほか編『中華の形成と東方世界』岩波書店 岩波講座 世界歴史 3 

●菊竹淳一、吉田宏志・責任編集『世界美術大全集 東洋編 第 10 巻 高句麗・百済・

新羅・高麗』小学館  

●工藤元男『睡虎地秦簡よりみた秦代の国家と社会』創文社 東洋学叢書  

●国立歴史民俗博物館『陶磁器の文化史』  

●茶道資料館、MOA 美術館『交趾香合—福建省出土遺物と日本の伝世品—』 

●徐朝龍『三星堆・中国古代文明の謎』大修館書店 あじあブックス 003 

●徐朝龍『長江文明の発見 中国古代の謎に迫る』角川書店 角川選書 290 

●關尾史郎『西域文書からみた中国史』山川出版社 世界史リブレット 10 

●曽府川寛、谷豊信・責任編集『世界美術大全集 東洋編 第 2 巻 秦・漢』小学館  



●霍巍、李永憲・著、頼富本宏・監修『西西蔵石窟遺跡』集英社  

●泉屋博古館『泉屋博古館紀要』14 

●泉屋博古館『泉屋博古館紀要』15 

●大修館書店『しにか』98-1（特集 中国博物館ガイド 全国 56 館展示案内） 

●大修館書店『しにか』98-7（特集 シルクロード再発見—西域学の現在）  

●大修館書店『しにか』98-9（特集 渤海国—建国一三〇〇年・甦る「海東の盛国」）  

●高浜秀『中国北方系青銅器の研究』基盤研究（Ｂ）研究成果報告書  

●中国出土資料研究会『中国出土資料研究』第二号、朋友書店  

●武光誠、読売新聞調査研究本部『魏志倭人伝と邪馬台国』読売新聞社 読売ブックレッ

ト№10 

●田中淡・編『中国技術史の研究』京都大学人文科学研究所  

●田中東竹『古典の新技法 3 漢碑』二玄社  

●玉村霽山・編『中国書道史年表』二玄社  

●全浩天『楽浪文化と古代日本』雄山閣出版  

●東京国立博物館『漆で描かれた神秘の世界—中国古代漆器展—』トヨタ財団  

●東京国立博物館『吉祥—中国美術にこめられた意味』  

●東京国立博物館『東洋美術一五〇選』  

●東京国立博物館『中国の封泥』二玄社  

●東京国立博物館、NHK、NHK プロモーション・編集『宮廷の栄華 唐の女帝・則天武

后とその時代展』NHK、NHK プロモーション 

●東京国立文化財研究所・編『日本東洋古美術文献目録昭和 11〜40 年 定期刊行物所蔵

附著者名索引』中央公論美術出版社  

●東京大学馬王堆帛書研究会『馬王堆漢墓出土老子乙本巻前古佚書経法』四度篇訳注、東

京大学馬王堆帛書研究会  

●東京大学馬王堆帛書研究会『馬王堆漢墓出土帛書周易』二三子問篇訳注（二）、東京大学

馬王堆帛書研究会  

●富田哲雄『中国の陶磁 2 陶俑』平凡社 

●冨谷至『秦漢刑罰制度の研究』同朋舎出版 東洋史研究叢刊之 55 

●西村康彦・監修『中国南京博物院所蔵—甦る南遷文物』ＴＢＳ  

●日本中国考古学会『日本中国考古学会会報』8、日本中国考古学会  

●樋口隆康・監修『故宮博物院 12 青銅器』日本放送出版協会  

●長谷部楽爾・監修『故宮博物院 7 明の陶磁』日本放送出版協会  

●樋口隆康・監修『中国河南省八千年の至宝 大黄河文明展』日本経済新聞社  

●平勢隆郎『左傳の史料批判的研究』汲古書院  

●堀敏一『東アジアのなかの古代日本』研文出版 研文選書 75 

●堀内正範・編著『洛陽発『中原歴史文物』案内』新評論  

●水上静夫『漢字文化の源流を探る』大修館書店  

●水上静夫『干支の漢字学』大修館書店 あじあブックス 007 

●水上静夫『漢字誕生』雄山閣出版  

●蓑豊・編著『中国の陶磁 5』平凡社 

●松村一徳・編著『封じる』篆刻美術館 平成 10 年度企画展 

●明治大学東洋史談話会『明大アジア史論集』第 2 号、明治大学東洋史談話会  

●明治大学東洋史談話会『明大アジア史論集』第 3 号（中国古代史特集）明治大学東洋史

談話会 

●山口県立萩美術館、浦上記念館『シリーズ山東文物 1 神秘の王国【 国王墓】展』  

●吉本道雅『春秋戦国交代期の政治社会史的研究』基盤研究（Ｃ）（2）研究成果報告書  



●劉永華・著、春日井明・監訳『中国古代甲冑図鑑』アスペクト  

●ルイ＝ジャン・カルヴェ・著、矢島文夫・監訳、会津洋、前島和也・訳『文字の世界史』

河出書房新社  

●和歌山県立博物館『中国・山東省の至宝』  

 

〈論文・翻訳・評論など〉  

●相川佳予子「漢代の染織」『世界美術大全集 東洋編 第 2 巻 秦・漢』P.271-280 

●秋山進午、山本忠尚、大貫静夫、宮本一夫、廣川 守、小田木治太郎「内蒙古“岱海”

における発掘調査—平成 8 年度国際学術研究概要—」『日本中国考古学会会報』8、P.51-54 

●浅原達郎「牛不相当穀廿石」『泉屋博古館紀要』15、P.47-59 

●穴沢 光「公開された幻の中朝合同東北考古調査」（書評：社会科学院考古研究所編著『双 

子与崗子』、同『六頂山与渤海鎮』）『東方』212、P.32-35 

●阿部幸信「漢代における印綬賜与に関する一考察」『史学雑誌』107-10、P.1-26 

●荒金信治「卜甲骨制作方法における実証—甲骨を覆う脂ぬきについて—」『別府大学紀要』

39、P.11-32 

●荒川正晴「トゥルファン文書を読み解く—文書に見える冥界の姿」『しにか』98-7、P.58-63 

●荒木日呂子「中国新石器時代の卜骨とその社会的意義について」『東洋大学中国哲学文学

科紀要』6、P.95-130 

●新井光風「全貌が公になった新出土の七三〇簡」（書評：荊門市博物館編『郭店楚墓竹簡』）

『東方』214、P.29-32 

●安也致、徐海寧「古代亀卜文化の文字における表現について 甲骨文字『船』形偏旁の

意味の検討」『駒沢史学』52、P.87-98 

●飯島武次「紹介『中国古代文明の原像』上・下巻」（書評：稲畑耕一郎・西江清高『中国

古代文明の原像』）『東方』212、P.24-27 

●飯島武次「濬県辛村の西周大型墓について」『駒沢史学』52、P.99-109 

●池田温「北魏拓跋烏雷（文成帝）『皇帝南巡之頌』碑」『歴史と地理』513、P.33-34、山

川出版社 

●池田温「敦煌郡龍勒郷天宝六載籍の一断簡」『創価大学人文論集』10、P.251-260 

●池田温「盛唐物価資料をめぐって」『シルクロード研究』1、P.69-90、創価大学  

●池田知久「出土資料による新たな中国史学の試み 工藤元男『睡虎地秦簡よりみた秦代

の国家と社会』を読んで」（書評）『創文』403、P.24-28 

●池田末利「試談先周文化—諸文化の交錯」『日本中国学会創立五十年記念論文集』  

●石岡浩「秦時代の刑罰減免をめぐって 睡虎地秦簡に見える『居官府』の分析から」『史

滴』20、P.2-21 

●石黒ひさ子「劉彬徽・著『楚系青銅器研究』」（書評）『明大アジア史論集』3、P.69-78 

●石松日奈子「陝西省耀県薬王山博物館所蔵「魏文朗造像碑」の年代について—北魏始光

元年銘の再検討—」『仏教芸術』240、P.13-32 

●伊藤郁太郎「高麗青磁の特質」『世界美術大全集 東洋編 第 10 巻 高句麗・百済・新

羅・高麗』P.329-334 

●稲畑耕一郎「飯島武次著『中国周文化考古学研究』」（書評）『季刊考古学』64、P.93 

●稲畑耕一郎、岡村秀典、徐朝龍「三星堆—驚異の仮面王国」『三星堆 中国 5000 年の謎・

驚異の仮面王国』P.9-11 

●稲畑耕一郎「三星堆における仮面の文化」『三星堆 中国 5000 年の謎・驚異の仮面王国』

P.224-229 

●井上豪「酒泉・文殊山石窟後山区千仏洞の西域様式壁画について」『早稲田大学大学院文

学研究科紀要』43-3、P.117-129 



●井ノ口哲也「『經』とその解釈—戦国秦漢期における形成過程—」『中国出土資料研究』2、

P.51-73 

●井ノ口哲也「中国出土資料研究会の三年間」『中国出土資料研究』2、P.306-315 

●今井敦「中国陶磁にみられる意味と造形の連環をめぐって」『吉祥—中国美術にこめられ

た意味』P.18-24 

●今村啓爾「西南中国の先史・古代美術」『世界美術大全集 東洋編 第 2 巻 秦・漢』

P.305-315 

●于保田「古代中国における『俑』の解釈について」『東瀛求索』9、P.149-165 

●上田岳彦「洛陽焼溝漢墓の形態と変遷」『明大アジア史論集』3、P.54-68 

●鵜飼昌男「大庭脩先生の古稀をお祝いする二冊の本」『中国出土資料研究』2、P.256-259 

●エフゲニア・I・ゲルマン・著、金沢陽・訳「沿海州における遺跡出土の中世施釉陶器と

磁器」『出光美術館 館報』105、P.4-36 

●江村治樹「戦国時代における都市の発達と秦漢官僚制の形成」『中華の形成と東方世界』

P.179-204 

●江村治樹「春秋・戦国・秦漢時代の都市の規模と分布」『名古屋大学文学部研究論集 131 

史学 44』、P.79-121 

●王柯「万里の長城の内外—成立期の中華帝国と夷狄—」『中国 21』3、風媒社、P.121-142 

●王毅、廬丁、江章華、蒋成・著、小澤正人・訳「中国長江文明起源研究の新成果 四川

省成都市で発見された先史時代城址群」『東方学』95、P.138-147 

●王世和、張宏彦、傅勇、厳軍壷、周傑・著、高島敏夫・訳「陝西省周原案板遺迹の胞子

花粉分析」『西伯』4、P.50-79 

●汪勃「西周農業について」『網干善教先生古稀記念考古学論集』関西大学考古学研究室、

P.1319-1336 

●大川裕子「古代巴の歴史—巴人の分布に関する一考察—」『史艸』39、P.24-48 

●大津透「唐西州高昌県粟出挙帳断簡について」『古代中世史料学』上、P.477-511、吉川

弘文館 

●大櫛敦弘「藤田勝久著『史記戦国資料の研究』」（書評）『中国出土資料研究』2、P.240-247 

●大西克也「『 』『也』の交替—六国統一前後に於ける書面言語の一側面—」『中国出土資

料研究』2、P.4-24 

●大橋修「大庭脩編著『木簡 古代からのメッセージ』」（書評）『漢文教室』184、大修館

書店、P.38 

●大庭脩「私の中国史の時代区分」『史泉』87、P.1-19 

●大庭脩「中国木簡の特殊性」『木簡』P.19-50 

●大庭脩「フィールドの木簡」『木簡』P.51-70 

●大庭脩「墓葬の木簡」『木簡』P.71-90 

●大庭脩「中国木簡研究の今後」『木簡』P.181-186 

●尾形勇「諸侯王たちの世界 発掘された前漢の王墓」『立正史学』84、P.1-8 

●岡村秀典「農耕社会と文明の形成」『中華の形成と東方世界』P.77-102 

●岡村秀典「蟠 紋鏡の文化史」『泉屋博古館紀要』14、P.7-19 

●岡村秀典「三星堆文化の系譜」『三星堆 中国 5000 年の謎・驚異の仮面王国』P.200-207 

●岡村秀典「魏・西晋王朝と邪馬台国」『中国河南省八千年の至宝 大黄河文明展』P.136-137 

●岡村秀典「秦漢帝国の対外交渉とその美術」『世界美術大全集 東洋編 第 2 巻 秦・

漢』P.323-328 

●岡安勇「待望の歴史地理学書」（書評：李并成『河西走廊歴史地理』）『東方』203、P.29-31 

●岡安勇「中国古代における方位観試論—とくに東面について—」『総合文化』1、P.35-55、

総合文化協会  



●小澤正人「成都市文物工作隊・早稲田大学長江流域文化調査隊による 1997 年度共同調

査概要」『日本中国考古学会会報』8、P.65-66 

●落合淳思「甲骨文・金文および殷王世系の十干称謂」『立命館文学』555、P.1-35 

●會谷佳光「『馬王堆漢墓帛書老子甲本巻後古佚書明君篇』訳注」『中国出土資料研究』2、

P.176-228 

●角谷常子「秦漢時代の女性労働—主に衣料の生産からみた—」『古代文化』50-2、P.1-16 

●何努・著、大島誠二・訳「巴文化の起源を探る」『日中文化研究』12、勉誠社、P.147-159 

●何星亮「河南濮陽仰韶蚌殻龍探析」（中国文）『中国出土資料研究』2、P.276-305 

●加藤直子「ひらかれた漢墓 孝廉と『孝子』たちの戦略」『美術史研究』35、P.67-86 

●金沢陽「’98 龍泉窯青瓷国際研討会」『出光美術館 館報』105、P.56-68 
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